
チェック項目 現状評価（実施状況等） 保護者の評価
保護者の評価を踏まえた

改善目標・内容

1

①子どもの活
動等のスペー
スが十分に確
保されている。

○活動等のスペースは、
事業指定基準以上を確保
しています。

○室内は、物品等の配置
を工夫し、利用児童の活
動が行いやすいようにして
います。

○課題は、集団活動での
スペース確保を中心として
おり、個別対応が必要な
場合のスペース確保があ
ります。

○保護者アンケート結果
１：あてはまる　　　　   ７２％
２：ややあてはまる　　　 １３％
３：どちらでもない　　　 １３％
４：あまりあてはまらない　 ０％
５：あてはまらない　       ０％
６：未記入　               ２％

○ご意見
・オープン時の何もない時しか見ていな
い。
・新しくなって快適な環境で活動させてく
ださっています。
・春日にあったような数段を昇り降りでき
るような活動の場があれば、なおよい。

○保護者アンケートの結
果では、８５％の方が「あ
てはまる」「ややあてはま
る」と回答いただきました。

○事業所として、今後も継
続して利用児童様が活動
しやすいスペース確保や
工夫に努めます。
　また、現状評価欄に記載
した課題について、引き続
き事業者内での検討を行
います。

2
②職員の配置
数や専門性は
適切である。

○職員数は、事業所指定
基準以上の数を配置して
います。

※基準人数
児童発達支援：利用児童
４人に対して指導員１人
放課後等デイ：利用児童５
人に対して指導員１人

○令和元年度は、年度途
中での退職者がありまし
たが、基準人数の確保は
できています。

○専門性は、職員の通所
支援事業の経験年数には
差がありますが、資格（保
育士、幼稚園教諭等）を
持った職員を配置し、職員
間の連携等により利用児
童様への支援内容に差が
生じないよう対応していま
す。

○保護者アンケート結果
１：あてはまる　　　　   ６０％
２：ややあてはまる　　　 ２８％
３：どちらでもない　　　   ８％
４：あまりあてはまらない　 ０％
５：あてはまらない　       ０％
６：未記入　               ４％

○ご意見
・職員の人数が増えればいいと思いま
す。
・職員の配置数は合っているのです
か？
・年度途中の利用のため、どのような専
門職種の方がおられるのかが分からな
い。
・分からない。
・職員の方がしっかりとみてくださってい
るので安心です。

○保護者アンケートの結
果では、８８％の方が「あ
てはまる」「ややあてはま
る」と回答いただきました。

○事業所として、支援内容
の質が保てるよう職員数
の確保と職員一人一人の
専門性の向上に努めま
す。

○職員間の連携を強め、
チームとして組織的な支
援を行い、職員の経験年
数による差が支援の差と
ならないように努めます。

○現在も実施している、職
員へのコーチング研修（臨
床心理士による職員への
支援方法に関する指導
等。月２回程度）を継続し、
専門性の向上に努めま
す。

○事業所入口に職員の名
前や職種等を紹介した「も
みじっこ通信」を掲示する
ようにしました。

Ａ
環
境
・
体
制
整
備

※保護者アンケート回収率６２．４％（回収５３枚／配布８５枚）

令和元年度　児童発達支援及び放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果

区分

事業所名：丹波市通所支援事業所もみじ○公表日：令和２年６月23日
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チェック項目 現状評価（実施状況等） 保護者の評価
保護者の評価を踏まえた

改善目標・内容
区分

3

③事業所の設
備等はスロー
プや手すりの
設置などバリ
アフリー化の
配慮がなされ
ている。

○事業所内は、児童用の
手すりの設置や段差の解
消等によりバリアフリー化
の配慮が行われていま
す。

○課題として、車椅子を使
用しての手洗場のスペー
スが狭く、利用の際に職員
によるサポートが必要な場
合があります。

○課題として、保護者アン
ケートのご意見欄にもある
ように、事業所外に児童用
の手すり設置が無い状況
です。
　また、駐車場から事業所
までの距離も長く、ご不便
をおかけしている状況があ
ります。

○保護者アンケート結果
１：あてはまる　　　　   ７７％
２：ややあてはまる　　　 １３％
３：どちらでもない　　　   ４％
４：あまりあてはまらない　 ２％
５：あてはまらない　       ０％
６：未記入　               ４％

○ご意見
・特に午前中は車が多いので、車からミ
ルネまでが遠く、歩き始めた子どもや兄
弟がいると大変不便になります。
・分からない。
・室内は配慮されていると思うが、建物
の階段に子ども用の手すりがあれば嬉
しい。
・新しくなって快適な環境で活動させてく
ださっています。

○保護者アンケート結果
では、９０％の方が「あて
はまる」「ややあてはまる」
と回答いただきました。

○事業所内は、段差がな
い作りであること、児童用
の手すりが設置がなされ
ていること、多機能室（車
いす対応のトイレ等）が設
置されていること等のバリ
アフリー化の配慮がなされ
ています。

○設備を利用する際に使
用しづらい状況がある場
合は、職員によるサポート
により対応を行っていきま
す。

○事業所外（丹波市健康
センターミルネ共用部分）
の児童用手すり設置等に
ついては、ミルネ全体での
設備工事等が伴うものと
なり早急な対応は困難で
すが、施設管理部署には
要望を伝えます。
　ご不便をおかけしている
点があり、申し訳ございま
せんが、ご理解とご協力を
お願いいたします。

4

清潔で、心地
よく過ごせ、子
ども達の活動
に合わせた生
活空間の確保

○事業所内清掃は、業者
委託（障害者就労継続支
援B型事業所）により毎日
実施し、清潔保持に努め
ています。

○職員については、手指
消毒剤の携帯や必要時の
マスク着用や手袋着用に
より清潔保持に努めてい
ます。

○集団活動における生活
空間の確保は行えていま
すが、個別の状況に合わ
せた生活空間確保につい
ては、設備的に難しい面も
ありますが、パーテーショ
ン等で区切っての対応等
を行っています。

○現状評価欄に記載の内
容を継続し、清潔保持に
努めます。

○児童一人一人の状況に
合わせた空間の確保につ
いては、居室をパーテー
ション等で区切っての対応
等により、状況に合わせた
確保に努めます。

Ｂ
業
務
改
善

1

業務改善を進
めるための
PDCAサイクル
（目標設定と振
り返り）への職
員の積極的な
参画

○毎朝、事業開始前に出
勤職員全員によるミーティ
ングを開催し、日々の支援
の振り返り等を行っていま
す。

○短期目標に係るPDCA
サイクルへの取り組みは
出来ています。
　今後は、中長期的な課
題の整理やPDCAサイク
ルの確立が必要であり、
検討を進めていく必要が
あります。

Ａ
環
境
・
体
制
整
備
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チェック項目 現状評価（実施状況等） 保護者の評価
保護者の評価を踏まえた

改善目標・内容
区分

2

第三者による
外部評価を活
用した業務改
善の実施

○第三者による外部評価
は受けていません。

※第三者による外部評価
は、全国社会福祉協議会
の「福祉サービス 第三者
評価事業」による「兵庫県
福祉サービス第三者評価
機関」として指定されてい
る評価機関による外部評
価を想定しています。

○「福祉サービス 第三者
評価事業」についての内
容把握に努め、必要性を
検討します。

3

職員の資質の
向上を行うた
めの研修機会
の確保

○関係機関主催の研修に
参加しています。

○事業所独自で「臨床心
理士による職員へのコー
チング研修」等を実施して
います。

○市営の事業所であり、
丹波市役所が職員育成と
して開催する様々な研修
（人権研修等）に参加して
います。

○現状の水準を保ち、継
続して研修機会の確保に
努めます。

1

④子どもと保
護者のニーズ
や課題が客観
的に分析され
た上で、支援
計画が作成さ
れている。

○保護者との面談により、
状況等の聞き取りを行って
います。

○事業所の臨床心理士に
よる専門的な分析や意見
を反映しています。

○保護者のニーズ把握に
ついて、大きな視点での聞
き取りが中心となってお
り、今後は、細やかな視点
での聞き取りが必要であ
ると考えています。

○保護者アンケート結果
１：あてはまる　　　　   ７５％
２：ややあてはまる　　　 ２３％
３：どちらでもない　　　   ２％
４：あまりあてはまらない　 ０％
５：あてはまらない　       ０％
６：未記入　               ０％

○ご意見
・定期的に面談をしてくださり、達成でき
なかったことなど、一緒に今後の目標を
考えてくださるので、家でも取り組みを頑
張ろうと思うことができます。
・最初はできなかったことも、じっくり対応
してくださっているので、この半年でずい
ぶんできることが増えたと思います。子
どもも嫌がらず通所することができてい
るので楽しめているのだと思う。

○保護者アンケートの結
果では、９８％の方が「あ
てはまる」「ややあてはま
る」と回答いただきました。

○継続して、利用児童様と
保護者様への丁寧な対応
に努めます。

○課題として、利用児童様
の状況を中心に課題等の
分析を行うことが多いた
め、保護者様のニーズ等
の把握に努めます。

○保護者様と接する様々
な場面を活かして、コミュ
ニケーションの機会を増や
せるよう努めます。

2

子どもの状況
に応じ、かつ個
別活動と集団
活動を適宜組
み合わせた支
援計画の作成

○個別活動が重要と考え
ているため、個別活動が
中心となる支援計画を作
成しています。
　集団活動は、個別活動
を主体としながら組み合わ
せている状況です。

○継続して児童発達支援
管理責任者を中心とした
職員による協議、臨床心
理士による専門的分析等
を活用し、個別活動と集団
活動を組み合わせた支援
計画の作成に努めます。

Ｂ
業
務
改
善

Ｃ
適
切
な
支
援
の
提
供
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チェック項目 現状評価（実施状況等） 保護者の評価
保護者の評価を踏まえた

改善目標・内容
区分

3

支援計画にお
ける子どもの
支援に必要な
項目の設定及
び具体的な支
援内容の記載

○支援内容は、具体的な
内容になるように努めてい
ます。

○継続して具体的な支援
内容の記載に努めます。

4
支援計画に
沿った適切な
支援の実施

○支援計画の確認を行い
ながら、日々の支援を行っ
ています。

○支援内容で達成できた
こと、できなかったことを記
録しています。

○継続して支援計画の活
用と適切な支援の実施に
努めます。

5
チーム全体で
の活動プログ
ラムの立案

○日々の活動プログラム
や長期休暇中の活動プロ
グラムの立案は、職員全
体で協議しながら決めて
います。

○継続して職員全体での
協議により、より良い活動
プログラムの立案に努め
ます。

6

平日、休日、長
期休暇に応じ
たきめ細やか
な支援

○平日、休日、長期休暇と
いった支援時間の長短に
合わせた活動プログラム
を作成し、効果的な支援と
なるよう努めています。

○きめ細やかな支援とな
るよう、支援時間を有効に
活用できるよう努めます。

7

⑤活動プログ
ラムが固定化
しないように工
夫されている。

○季節や状況に応じ、活
動プログラムを見直し、固
定化しないよう努めていま
す。

○臨床心理士からの専門
的な意見を取り入れなが
ら、柔軟に対応していま
す。

○“静”と“動”の内容を含
んだ活動プログラムとなる
よう工夫しています。

○放課後等デイサービス
では、活動プログラムが固
定する場合がありますが、
利用児童様に適した対応
ができるよう努めていま
す。

○保護者アンケート結果
１：あてはまる　　　　   ６４％
２：ややあてはまる　　　 ３２％
３：どちらでもない　　　   ４％
４：あまりあてはまらない　 ０％
５：あてはまらない　       ０％
６：未記入　               ０％

○ご意見
・はさみやのりを使った工作など、通園
に向けて教えてくださっているので、家
でも作りたいと言っています。

○保護者アンケートの結
果では、９６％の方が「あ
てはまる」「ややあてはま
る」と回答いただきました。

○活動プログラムが固定
化しないよう継続して努め
ます。
　利用児童様の状況に
よっては、活動プログラム
を一定期間固定し支援す
ることも大切であると考え
ております。
　利用児童様の状況把握
に努めながら対応いたしま
す。

Ｃ
適
切
な
支
援
の
提
供
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チェック項目 現状評価（実施状況等） 保護者の評価
保護者の評価を踏まえた

改善目標・内容
区分

8

支援開始前に
おける職員間
でその日の支
援内容や役割
分担について
の確認の徹底

○事業開始前の出勤指導
員全員によるミーティング
の場において、支援内容
の確認や役割分担の確認
を行っています。

○ホワイトボートを事業所
内に設置し、役割分担や
支援内容を記載すること
により、職員全員が視覚
的に確認できるようにして
います。

○適切な支援ができるよ
う、今後も継続して支援内
容や役割分担の確認の徹
底に努めます。

9

支援終了後に
おける職員間
でその日行わ
れた支援の振
り返りと気付い
た点などの情
報の共有化

○支援終了後も翌日の準
備や記録等の業務対応に
取り組む必要があり、朝の
ミーティングのような協議
の場を設けることは出来て
いない状況です。

○支援終了後の翌日準備
等の時間に関係職員間で
状況を伝え合うように意識
して取り組んでいます。

○朝のミーティングにおい
て、前日の支援状況等の
情報共有に努めていま
す。

○職員全体での情報共有
について、朝のミーティン
グの場を引き続き活用して
いきます。

○当日の支援の振り返り
等について、効果的な取り
組み方法の検討を進めま
す。

10

日々の支援に
関しての正確
な記録の徹底
や、支援の検
証・改善の継
続実施

○支援に関する記録の徹
底に努めていますが、複
数の職員で対応した場合
に記録が不十分なときが
ある状況です。

○記録漏れ等がないよう、
記録様式の見直し、確認
作業の徹底等による改善
に努めます。

11

定期的なモニ
タリングの実施
及び支援計画
の見直し

○定期的なモニタリングの
実施と支援計画の見直し
に努めています。

○児童発達支援管理責任
者を中心とし、定期的なモ
ニタリングの実施と支援計
画の見直しに引き続き努
めていきます。

Ｄ
関
係
機
関
と
の
連
携

1

子どもの状況
に精通した最
もふさわしい者
による障害児
相談支援事業
所のサービス
担当者会議へ
の参画

○利用児童様を主として
担当する職員によるサー
ビス担当者会議への出席
を行っています。

○引き続き職員の業務調
整に努め、サービス担当
者会議への確実な出席に
より、関係機関等との連携
強化に努めます。

Ｃ
適
切
な
支
援
の
提
供
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チェック項目 現状評価（実施状況等） 保護者の評価
保護者の評価を踏まえた

改善目標・内容
区分

2

（医療的ケア
が必要な子ど
もや重症心身
障害のある子
ども等を支援
している場合）
地域の保健、
医療、障害福
祉、保育、教育
等の関係機関
と連携した支
援の実施

○主に保護者様からの聞
き取り内容を中心に支援
を行っています。

○関係機関との連携によ
る支援について検討する
必要性を感じています。

○関係機関からの情報把
握や連携した支援につい
て、検討を進めます。

3

（医療的ケア
が必要な子ど
もや重症心身
障害のある子
ども等を支援
している場合）
子どもの主治
医や協力医療
機関等と連絡
体制の整備

○保護者様から提出いた
だく利用児童様の主治医
による医療的ケア指示書
や看護情報提供書（看護
サマリー）等により、適切
な状況把握に努めていま
す。

○継続して適切な状況把
握につとめ、より良い支援
が行えるよう努めます。

4

児童発達支援
事業所からの
円滑な移行支
援のため、保
育所や認定こ
ども園、幼稚
園、小学校、特
別支援学校
（小学部）等と
の間での支援
内容等の十分
な情報共有

○関係機関との協議の場
を設けるなど、連携に努め
ています。

○丹波市が実施する、サ
ポートファイルを活用し情
報共有を行っています。

○継続して関係機関との
情報共有を行い、学校等
へ利用児童様が円滑に移
行が行えるよう努めます。

5

放課後等デイ
サービスから
の円滑な移行
支援のため、
学校を卒業
後、障害福祉
サービス事業
所等に対する
それまでの支
援内容等につ
いての十分な
情報提供

○該当する事例はありま
せんでした。

○学校卒業後に利用され
る障害福祉サービス事業
所への情報提供によっ
て、利用児童様への適切
な支援が継続して行えるも
のと考えます。
　今後、相談支援事業所と
も連携しながら、どのよう
な方法が有効か等につい
ての検討に努めます。

Ｄ
関
係
機
関
と
の
連
携
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チェック項目 現状評価（実施状況等） 保護者の評価
保護者の評価を踏まえた

改善目標・内容
区分

6

児童発達支援
センターや発
達障害者支援
センター等の
専門機関と連
携や、専門機
関での研修の
受講の促進

○ひょうご発達障害者支
援センターと連携し、保護
者支援（ペアレント・トレー
ニング）の実施について指
導・助言等を受けていま
す。

○関係機関で開催される
研修受講を推進していま
す。

○職員の資質向上を目指
し、専門機関との連携強
化等に努めます。

7

児童発達支援
の場合の保育
所や認定こど
も園、幼稚園
等との交流
や、放課後等
デイサービス
の場合の放課
後児童クラブ
や児童館との
交流など、障
害のない子ど
もと活動する
機会の提供

○事業所外での交流行事
等の実施や参加実績はあ
りません。

○支援計画に基づき、事
業所内での支援を適切に
行うことが重要であると考
えています。また、時間的
な制約等もあり、事業所外
での交流行事の実施等は
難しい状況です。

8

事業所の行事
への地域住民
の招待など地
域に開かれた
事業の運営

○交流行事等の実施や参
加実績はありません。

○支援計画に基づき、事
業所内での支援を適切に
行うことが重要であると考
えています。また、時間的
な制約等もあり、交流行事
の実施等は難しい状況で
す。

1

⑥支援の内
容、利用者負
担等について
丁寧な説明が
なされている。

○契約時やお迎え時等の
保護者様とお出会いでき
る機会を活かし、対面での
丁寧な説明を努めていま
す。

○職員による説明力の差
が生じないよう、職員間で
の情報共有や説明力向上
に向けた取り組みが必要
だと考えます。

○保護者アンケート結果
１：あてはまる　　　　   ６４％
２：ややあてはまる　　　 ２１％
３：どちらでもない　　　   ８％
４：あまりあてはまらない　 ４％
５：あてはまらない　       ２％
６：未記入　               ２％

○ご意見
・丁寧に説明してくださり、管理していた
だいています。
・こちらが尋ねるまで教えてくれなかっ
た。

○保護者アンケートの結
果では、８５％の方が「あ
てはまる」「ややあてはま
る」と回答いただきました。

○継続して丁寧な説明に
努めながら、より良い対応
を目指して検討を進めま
す。

2

支援計画を示
しながらの支
援内容の丁寧
な説明

○支援計画の説明を行う
際には、支援計画を保護
者様と職員で確認し、ご理
解を得ながら説明を行うこ
とに努めています。

○今後も継続して丁寧な
説明が行えるよう努めま
す。

Ｄ
関
係
機
関
と
の
連
携

Ｅ
保
護
者
へ
の
説
明
責
任
・
連
携
支
援
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チェック項目 現状評価（実施状況等） 保護者の評価
保護者の評価を踏まえた

改善目標・内容
区分

3

保護者の対応
力の向上を図
る観点から、保
護者に対する
ペアレント･ト
レーニング等
の支援の実施

○児童発達支援を利用の
保護者様を対象として、ペ
アレント・トレーニングを実
施しています。

○今後も継続してペアレン
ト・トレーニングを実施し、
内容についても検証を行
いながら、適切な支援が
行えるよう努めます。

4

⑦日ごろから
子どもの状況
を保護者と伝
えあい、子ども
の発達の状況
や課題につい
て共通理解が
できている。

○お迎え時等の保護者様
とお出会いできる機会を活
かし、利用児童様の状況
説明やご家庭での状況を
お伺いするなどの共通理
解に努めています。

○職員での説明力や対応
職に差が出ないように、職
員間での情報共有や説明
力向上に向け、さらなる取
り組みが必要だと考えま
す。

○保護者アンケート結果
１：あてはまる　　　　   ７０％
２：ややあてはまる　　　 １９％
３：どちらでもない　　　   ９％
４：あまりあてはまらない　 ２％
５：あてはまらない　       ０％
６：未記入　               ０％

○ご意見
・職員の方とお話しした内容等を子ども
に「先生がこんなことを言ってくれはった
よ。」と伝えると喜び、子どもからも色々
と今日はこうだった、と楽しそうに伝えて
くれます。
・活動の様子を詳しく伝えてくださる方
と、そうでない方がおられ、スタッフ全員
での共通理解が出来ていないのかな？
と疑問に感じます。
・親が十分に伝えきれていないことがあ
るように思います。

○保護者アンケートの結
果では、８９％の方が「あ
てはまる」「ややあてはま
る」と回答いただきました。

○お迎え時等の保護者様
とお出会いできる際に状
況をお伝えしたり、連絡帳
を活用したりして、今後も
継続して利用児童様の状
況について保護者様と共
通理解ができるよう努めま
す。

5

⑧保護者に対
して面談等の
支援が行われ
ている。

○事業所からの面談の設
定や保護者様からの希望
による面談等にも対応し、
信頼関係の構築を心がけ
ています。

○保護者アンケート結果
１：あてはまる　　　　   ７７％
２：ややあてはまる　　　 １３％
３：どちらでもない　　　   ８％
４：あまりあてはまらない　 ０％
５：あてはまらない　       ２％
６：未記入　               ０％

○ご意見
・その都度、親身になって話を聞いてく
ださっています。
・不安なこと、疑問に思っていること、な
んでも話を聞いていただいて、助かって
います。

○保護者アンケートの結
果では、９０％の方が「あ
てはまる」「ややあてはま
る」と回答いただきました。

○継続して支援計画の説
明時やお迎え時等の保護
者様との面談機会を設け
るよう努めます。

○保護者様からの面談希
望にも対応いたしますの
で、ご希望の際にはお申し
出ください。

6

保護者からの
子育ての悩み
等に対する相
談への適切な
対応と必要な
助言の実施

○保護者様からのご相談
があった際には、適切な
助言等が行えるよう事業
所内で検討し、お答えする
ようにしています。

○事業所での適切な助言
等が難しい際には、関係
機関等のご紹介するなど、
柔軟な対応に努めていま
す。

○継続してよりよい対応を
目指して、取り組んでいき
ます。

Ｅ
保
護
者
へ
の
説
明
責
任
・
連
携
支
援
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チェック項目 現状評価（実施状況等） 保護者の評価
保護者の評価を踏まえた

改善目標・内容
区分

7

父母の会の活
動の支援や、
保護者会の開
催による保護
者同士の連携
支援

○該当がありません。

8

⑨子どもや保
護者からの苦
情について、
対応の体制を
整備するととも
に、子どもや保
護者に周知・
説明し、迅速
かつ適切に対
応している。

○ご意見をいただいた際
には、事業所内で共有し、
組織的に対応するよう努
めています。

○保護者様からご意見を
いただきやすい環境となる
よう検討が必要です。

○保護者アンケート結果
１：あてはまる　　　　   ６８％
２：ややあてはまる　　　 １９％
３：どちらでもない　　　 １１％
４：あまりあてはまらない　 ２％
５：あてはまらない　       ０％
６：未記入　               ０％

○ご意見
・丁寧に説明してくださり、管理していた
だいています。

○保護者アンケートの結
果では、８７％の方が「あ
てはまる」「ややあてはま
る」と回答いただきました。

○保護者様にとって分かり
やすい体制を検討し、ご意
見をいただける体制の構
築に努めます。

9

⑩子どもや保
護者との意思
の疎通や情報
伝達のための
配慮がなされ
ている。

○連絡帳やお迎え時の状
況説明等により保護者様
との情報伝達等に努めて
います。

○利用児童への適切な支
援を目指し、信頼関係の
構築に努めています。

○保護者アンケート結果
１：あてはまる　　　　   ６８％
２：ややあてはまる　　　 ２５％
３：どちらでもない　　　 　６％
４：あまりあてはまらない　 ２％
５：あてはまらない　       ０％
６：未記入　               ０％

○ご意見
・どなたに聞いても、よく対応してくださる
のですが、子どもの主担当の方が分か
りません。
・連絡ノートは毎回丁寧に記入してくださ
り、ありがたいです。
・その日の様子を連絡帳に書いてくだ
さっているので、子どもとの会話につな
がり、とてもありがたく思っています。
・子どものことで気になる点や接し方等、
尋ねたらなんでも教えてもらえるという
安心感があり、とてもありがたく思ってい
ます。
・丁寧に説明してくださり、管理していた
だいています。

○保護者アンケートの結
果では、９３％の方が「あ
てはまる」「ややあてはま
る」と回答いただきました。

○保護者様にとって分かり
やすい体制を検討し、ご意
見をいただける体制の構
築に努めます。

○「もみじっこ通信」にて職
員の紹介を行い、事業所
入口にも掲示し、職員の
顔と名前を知っていただけ
るよう対応します。

○連絡帳での情報共有は
継続して行えるよう努めま
す。

10

⑪定期的に通
信等で、活動
の様子を発信
している。

○数か月に１回を目途に
「もみじっこ通信」を作成
し、保護者様にお渡しして
います。

○紙面をカラーにし、活動
写真等が見やすくなるよう
工夫を行いました。

○発行頻度や内容は事業
所内でも検討を重ねなが
ら、よりよいものとなるよう
努める必要があります。

○保護者アンケート結果
１：あてはまる　　　　   ７７％
２：ややあてはまる　　　 １９％
３：どちらでもない　　　 　４％
４：あまりあてはまらない　 ０％
５：あてはまらない　       ０％
６：未記入　               ０％

○ご意見
・移転後、カラーになってとても見やすい
です。
・もっと施設内での様子が知りたいで
す。
・お友達が写っていると、○○ちゃんと教
えてくれます。

○保護者アンケートの結
果では、９６％の方が「あ
てはまる」「ややあてはま
る」と回答いただきました。

○「もみじっこ通信」を中心
に活動内容の発信に努め
ます。内容等については、
事業所内での検討を行い
ながら、よりよりものとなる
よう努めます。

Ｅ
保
護
者
へ
の
説
明
責
任
・
連
携
支
援
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チェック項目 現状評価（実施状況等） 保護者の評価
保護者の評価を踏まえた

改善目標・内容
区分

Ｅ
保
護
者
へ
の
説
明
責
任
・
連
携
支
援

11
⑫個人情報に
十分注意して
いる。

○利用児童様に係る支援
記録等は事業所内のロッ
カーに保管し、施錠を行っ
ています。

○市営事業所のため、市
が定めた個人情報取り扱
い基準を遵守しています。

○職員が使用するパソコ
ンについても、市から貸与
されたもののみを使用し、
組織的な情報管理を受け
ています。

○保護者アンケート結果
１：あてはまる　　　　   ７０％
２：ややあてはまる　　　 ２１％
３：どちらでもない　　　 　８％
４：あまりあてはまらない　 ２％
５：あてはまらない　       ０％
６：未記入　               ０％

○ご意見
　記載はございませんでした。

○保護者アンケートの結
果では、９１％の方が「あ
てはまる」「ややあてはま
る」と回答いただきました。

○職員の個人情報に関す
る知識や意識の向上等が
図れるよう努めます。

1

緊急時対応マ
ニュアル、防犯
マニュアル、感
染症対応マ
ニュアルの策
定と、職員や
保護者への周
知徹底

○事業所の移転に伴う各
種マニュアルの整備や見
直しを行います。

○職員や保護者への周知
についても検討を進め、適
切な対応を行います。

○事業所の移転に伴う各
種マニュアルの整備や見
直しを行います。

○職員や保護者への周知
についても検討を進め、適
切な対応を行います。

2

⑬非常災害の
発生に備え、
定期的に避
難、救出、その
他必要な訓
練・啓発が行
われている。

○令和元年度は、丹波市
健康センターミルネとして
年２回、事業所として年２
回の避難訓練を行いまし
た。

○保護者アンケート結果
１：あてはまる　　　　   ６４％
２：ややあてはまる　　　 １９％
３：どちらでもない　　　 １１％
４：あまりあてはまらない　 ０％
５：あてはまらない　       ２％
６：未記入　               ４％

○ご意見
・何度途中からの利用のため、まだ引き
渡し訓練等を受けたことがありません。
・子どもに“もみじ内の移動は手をつな
いで”と教えてくださっているので、外出
した時も手をつないで落ち着いて歩くこ
とができるようになりました。
・行われていると思いますが、あまり把
握していません。
・分かりません（３件）

○保護者アンケートの結
果では、８３％の方が「あ
てはまる」「ややあてはま
る」と回答いただきました。

○利用児童様の個々の状
況に応じた避難対応がス
ムーズに行えるよう、職員
の対応能力向上を目指し
た訓練実施に努めます。

○保護者様への周知につ
いては、「もみじっこ通信」
等により行うよう努めま
す。

3

虐待を防止す
るための職員
研修機会の確
保等の適切な
対応

○丹波市主催の研修会に
管理者と児童発達支援管
理責任者が参加しました。

○全職員への研修機会の
確保等は行えていないた
め、どのような対応が可能
かを検討する必要があり
ます。

○事業所として、職員の虐
待防止に関する知識取得
や意識向上に向けた取り
組みについて、どのような
対応が出来るかについて
の検討に努めます。

Ｆ
非
常
時
等
の
対
応
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チェック項目 現状評価（実施状況等） 保護者の評価
保護者の評価を踏まえた

改善目標・内容
区分

4

やむを得ず身
体拘束を行う
場合における
組織的な決定
と、子どもや保
護者に事前に
十分に説明・
了解を得た上
での支援計画
への記載

○身体拘束を行った事例
はありません。

5

食物アレル
ギーのある子
どもに対する
医師の指示書
に基づく適切な
対応

○事業所で食物を提供す
る場合は、必ず保護者様
に確認して対応していま
す。

○利用児童様の状況把握
に努め、適切な対応に努
めます。

6

ヒヤリハット事
例集の作成及
び事業所内で
の共有の徹底

○職員ミーティング等で情
報共有を徹底しています。

○文書報告が必要な場合
は作成し、職員全員で確
認を行っています。

○ヒヤリハット事例を効果
的に事業所内で情報共有
できる仕組みを検討しま
す。

1
⑭子どもが通
所を楽しみにし
ている。

○保護者アンケート結果
１：あてはまる　　　　   ７２％
２：ややあてはまる　　　 １９％
３：どちらでもない　　　 　９％
４：あまりあてはまらない　 ０％
５：あてはまらない　       ０％
６：未記入　               ０％

○ご意見
・子どもに「風邪だからお休みしましょ
う。」というと、泣いて「行きたい。」と言い
ました。
・課題が難しかったりして、子どもの気持
ちが乗らない時も職員の方が明るく接し
てくださるので嬉しいです。

○保護者アンケートの結
果では、９１％の方が「あ
てはまる」「ややあてはま
る」と回答いただきました。

○事業所として、利用児童
様への適切な支援を行い
ながら、通所を継続してい
ただけるよう努めていきま
す。

2
⑮事業所の支
援に満足して
いる。

○保護者アンケート結果
１：あてはまる　　　　   ７９％
２：ややあてはまる　　　 １７％
３：どちらでもない　　　 　４％
４：あまりあてはまらない　 ０％
５：あてはまらない　       ０％
６：未記入　               ０％

○ご意見
・いつもお世話になっています。
・子どもの日々の成長をみると、本当に
もみじに通わせていただいたおかげで
す。ありがとうございます。
・施設外での活動や外遊びができるとい
いな、と思うのですが。夏のプールを復
活してください。

○保護者アンケートの結
果では、９６％の方が「あ
てはまる」「ややあてはま
る」と回答いただきました。

○事業所として、継続して
利用児童様や保護者様に
満足していただけるような
運営に努めます。

Ｆ
非
常
時
等
の
対
応

Ｇ
満
足
度
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